別紙2
「理解度確認シート」
2021年度公認B・Cライセンス審判員講習会
氏名　　　　　　　　　　　　　
次の文が、現行の「国際柔道連盟試合審判規定」もしくは「少年大会特別規定」として正しいか〇✕で答えなさい。
(1)  (    )選手は、主審が「はじめ」を宣告してから「待て」を宣告するまでの間に、上衣と帯を素早く正すこと。
(2)  (     )試合時間は、男子5分、女子4分。
(3)  (    )「指導」は、相手のスコアとはならない。
(4)  (    )ゴールデンスコアに移行する前のスコアならびに「指導」は、ゴールデンスコアに持ち越される。
(5)  (    )スコアは「一本」、「技あり」、および「有効」とする。
(6)  (    )ローリングは、「一本」を与えない。
(7)  (    )「技あり」２つで「一本」となる。
(8)  (    )両肘又は両手を同時につき着地した場合、「技あり」が与えられる。
(9)  (    )故意にブリッジの体勢で着地した動作は、「反則負け」とする。
(10) (    )ダイビング行為は、「反則負け」とする。
(11) (    )返し技で両選手が同時に着地した場合、先に技を掛けた選手にスコアを与える。
(12) (    )10 秒で「技あり」、20 秒で「一本」とする。
(13) (    )裏固は抑え込みにならない。
(14) (    )相手の脚を過度に伸展して施す絞技・ 関節技 は、「反則負け」とする。
(15) (    )指だけで絞技を施す行為は、「指導」を与える。
(16) (    )立技で腕返が施された場合、「指導」を与える。
(17) (    )脚取り、もしくは下穿きを掴む行為は2回で「反則負け」となる。
(18) (    )立技における肩三角グリップは、「指導」を与える。
(19) (    )アクションなく両足が場外に出た場合、「指導」を与える。
(20) (    )ベアハグの際には、ダブルポイントが認められる。
(21) (    )片手と両膝を同時に畳についた場合、相手は寝技に移行する技のみ施すことができる。
(22) (    )小学生の関節技及び絞め技は、「指導」を与える。
(23) (    )中学生の無理な巻き込み技は、「指導」を与える。
(24) (    )中学生の裏投は、「指導」を与える。
(25) (    )中学生が両袖を持って投げ技を施すことは、「指導」を与える。
